
 

 

団体名 NPO法人 JASH日本性の健康協会 

事業名 船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 種別 Ⅱ型（1年目） 

課
題 

・LGBT当事者への無理解や偏見が原因で、いじめや自殺につながりやすい 

・LGBTを知る機会や会う機会が少ないため、身近に当事者がいないと考える人が多い 
  

事

業 

内

容 

・

目

的 

船橋にも多様な性を語れる交流会を！ 

 【目的：市内での LGBTの普及と、当事者同士の交流会の開催】  

☑ いつ？  令和２年４月１日（水） 

            ～令和３年３月２５日（木） 

☑ 内容は？ 

・LGBT に関する広報活動（企業や学校へのチ

ラシ配布、船橋よみうりへの広告掲載） 

・月 1 回の交流会（恋愛や時事ネタ等多様なテ

ーマでの意見交換） 

☑ どこで？  船橋北口みらい図書館   

☑ 対象は？ LGBT当事者、一般市民等 

※ コロナの感染拡大状況に応じ、交流会はオンライン併催に変更した 
  

事業費(Ａ) 1７5,１００円  支援金(Ｂ) 87,550 円 

 事業収入 46,964円   事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ） ５０．０％ 
 

事業費内訳 

1 消耗品及び原材料費 7,550円 

2 印刷製本費 41,191 円 

3 通信費 60,000円 

4 その他 ６６,３５９円 

1～4 合計(Ａ) 1７5,１００円 

 

  

効
果 

・交流会参加者の LGBTに対する理解が深まった 

・交流会開催を広報することで、船橋市民への LGBTの周知・啓発に繋がった 

・船橋市が、LGBTの理解促進に積極的な自治体であることのアピールとなった 

 

工夫 

したこと 

新型コロナの影響により、オンライン併催とし、緊急事態宣言解除中は感染症対策

をしたうえで、対面でも開催した。併催は対面参加者とオンライン参加者のコミュニ

ーケーションが難しかったが、実際に会うことを大事にしたい参加者もいるため、効

果的であった。チラシは交流会参加にすぐには繋がらなくとも、LGBT という言葉の

周知に繋がるよう情報量は少なく、デザインを工夫し目立つようにした。  

担当者より 

少しずつチラシを目にしたというお声を聞いたり、市内から交流会へ参加される

方がいらっしゃいました。一年目としては上出来だと感じています。コロナ禍も長引

き、閉塞感からメンタル不調になる方も増えていますが、ステイホームでもオンライ

ンなら多様な人に会えます。「ちょっと人と話したい」、そんな時の居場所になってい

ったらいいなと思います。 



 

 

 

 

 

団体概要  
2013 年に NPO 法人化した「性の健康」に取り組む団体です。千葉県を中心に関東圏での教

育機関向けの講演活動、また LGBT当事者とAlly の対話型交流会イベントを開催しています。   
交流会は高校生から大人まで、年齢もセクシュアリティも多様な参加者が集まる居場所となっ

ています。セクシュアリティ・対話・サードプレイス・ピアサポートの 4 つの視点から、安心して話が
できる場を千葉県内でも拡大しています。 

問合わせ先 氏名: 猪俣 加菜子 ☎ 090-6027-2003 e-mail: info@npojash.org 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

※いずれの写真も参加者から報告書

への掲載許諾は得ています。 


